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はじめに  

脳の活動によって、頭部周辺には微小な磁

場が誘発される。これは脳磁図と呼ばれ、地

磁気の 1 億分の 1以下と微弱であるため、測

定には超高感度センサが必要である。パルス

通電による磁化回転を用いた磁気インピータ

ンス（MI）センサは、pT(10-12T)オーダーの

磁界検出分解能が実現でき、平滑筋などの細

胞組織の電気活動に伴う電流の変化を磁場の

形で捉えることが可能である。刺激に対し、

刺激呈示後、潜時 100 ミリ秒前後で発生する

陰性電位が N100と呼ぶ。本研究では、MI セ

ンサを用いて脳波 N100に対応する磁気信号

の検出を試みた。 

実験方法と結果 

 事象関連電位 N100信号を検出するため、座

った状態の被験者に一種類の刺激音（1000H

ｚ）をランダムに聞かせた。MI センサは被験

者の右側頭部に設置され、頭との間隔が約 5mm

である。音源も右側に設置されている。図 1 

 

Fig1.Magnetic field measurement system at the 

temporal  region using MI sensor 

 

Fig 2.Time series of magnetic wave forms in the 

temporal  region due to single stimulus

は、実験の図である。図 2に、今回の実験により得られた側頭部の生体信号の時間領域波形を示

す。測定したデータは 200回の加算平均を行って求めた３回の試行実験の結果である。信号は

-100ｍｓから 0ｍｓの平均値をオフセットとして補正した。100ｍｓ付近に N100に対応すると考

えられる、陰性信号のピークが観察されているが、信号の大きさにばらつきが見られる。加算回

数を増やした実験により計測精度を確認する予定である。 
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